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THE LICENSING EXECUTIVES SOCIETY JAPAN
２０１９年９月１１日
会員各位
日本ライセンス協会　関西研修委員会
〒550-0004  大阪市西区靱本町1-8-4
   （一財）大阪科学技術センター内
TEL.06-6443-5320 FAX.06-6443-5319

第４３３回　関西特別月例研究会

「ビジネススクール流模擬交渉演習ワークショップ」

開催日： ２０１９年　１０月７日（月）１４：００－１７：００
場　所： 大阪科学技術センター　７階　７００号室
講　師： 荻野　誠氏（日本ライセンス協会会長　東京理科大学経営学研究科教授）

拝啓　会員の皆様方には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　また、平素より当協会の活動にご協力、ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、２０１９年１０月度は特別研究会として、「ビジネススクール流模擬交渉演習ワークショップ」と題し、日本ライセンス協会会長の荻野　誠氏をお招きしてご講演頂くこととなりました。今回は、講師の豊富な実経験に基づく様々なライセンス交渉の体験談だけでなく、ワークショップ形式で交渉の基礎的理論を学び、実践を介してノウハウを体得する実用的なトレーニングプログラムを予定しています。

（講演概要）
1.「私の経験してきた国際交渉の現場」
　 講師の30年に渡るライセンス屋人生を通して経験してきた国際交渉の現場のうち、思い出に残るものをいくつか紹介していただきます。
 ◎私の人生を変えたIBM事件、◎主役の座を明け渡すまいとする巨人たち、◎シリコンバレーの天才とエゴ、◎トロールたちも人の子、◎養老院でのライセンス交渉、◎交渉相手の御前会議に一人参加、◎クリスマスイブの投資銀行。

2.「ビジネススクール流模擬交渉演習ワークショップ - シンプルルールに基づくWin/Win交渉」

全体の構成は、次のようになっています：
1. 「ビジネス交渉入門-交渉の基本理論」、2. 簡単なロール・プレーの練習、3. 「統合的交渉とは」、4. 交渉のロール・プレー演習：「TV番組の買付交渉」、5.交渉結果の分析。

ワークショップ形式で、「BATNA」、「留保価格」、「ZOPA」といった交渉理論の基本概念の解説の後、ノースウェスタン大学のジーン・ブレッド教授の著書を参考に作成したケース教材を使い、参加者の皆さんと実際に交渉のロール・プレーを行います。このロール・プレー演習では、定量的なパラメータの入ったケースを使用することにより、Win/Win交渉がどのようなものかを具体的にイメージしていただける内容を予定しています。


※ ビジネススクール流交渉演習についての荻野氏のコメント：

[bookmark: _GoBack]「交渉理論の研究ではハーバード大学が有名です。私の自宅の書棚には今も1983年刊の『Getting to Yes』(R.Fisher & W.Uly, Penguin Book）とその邦訳の文庫、1990年刊の『ハーバード流交渉術 　イエスを言わせる方法』（三笠書房）があります。購入当時ざっと読んだまま30年間読み返すことはありませんでした。
　
ところが、一昨年、東京理科大の新MOT カリキュラムをプロデュースしてくださっていたMITのマイケル・クスマノ教授から「米国のビジネススクールでは『交渉』の科目は定番で人気がある。東京理科大でも新科目として「グローバルビジネス交渉力」という講義をやりたいので、担当してくれないか」と言われ、改めてビジネススクールの交渉の教科書を色々読みました。「交渉は座学ではなくOJTで学ぶもの」と言っていた私には目から鱗でした。この30年間で、米国ではロースクール、ビジネススクール等で交渉の理論研究に基づく実践的な教育がごく一般的になっていることに驚きました。日本のライセンス担当（特に若い方）にも、ただ経験談を聞かせるだけでなく、このような基礎理論に基づくトレーニングが必要と感じています。」

本講演は、企業の知財・法務担当者は勿論のことですが、企業の経営企画、技術開発や営業の担当者にとっても、示唆に富む有用な情報が得られる機会と思われます。会員の皆様の多数のご参加をお待ちしております。

また月例研究会の終了後に講師を囲んで簡単な懇談会を開催いたします。是非、ご都合を付けて懇談会までの出席をお願いいたします。
敬具

＊尚、本研究会は、日本弁理士会の継続研修としての認定を申請中です。本研修を受講し、所定の申請をすると、外部機関研修として選択科目：２．５単位が認められる予定ですので、受講の際に受付にてその旨お申し出下さい。

講師略歴
東京理科大学 経営学研究科 技術経営専攻 教授

1979年（株）日立製作所入社。約30年にわたり、海外企業との技術提携、特許ライセンス、特許侵害訴訟の和解交渉等の業務ならびに知的財産戦略の立案、グループ会社の再編等の業務に従事。2010年（株）日立国際電気知的財産権本部長。2012年東京理科大学イノベーション研究科知的財産戦略専攻教授。2014年同専攻主任。2018年4月より現職。日本ライセンス協会会長。
日立製作所在職中にOxford大学St. Peter's校に社費留学し、同大知的財産研究所初代所長 Peter Hayward氏に師事。また、Harvard Business SchoolのEMBAプログラム（Program for Global Leadership）を修了｡




１．[研究会]
　と　き： ２０１９年１０月７日（月）１４：００－１７：００
ところ： 大阪科学技術センター　７階　７００号室
講　師： 荻野　誠氏（日本ライセンス協会会長　東京理科大学経営学研究科教授）
司　会： 関西研修委員　桂　均（パナソニックIPマネジメント株式会社）
参加費： 正会員5,000円（同一組織のメンバーを含む）、継続会員2,000円、一般10,000円

２．［懇談会］
と　き： ２０１９年１０月７日（月）　　１７：００－１８：００
ところ： 大阪科学技術センター地下１階　多目的室
参加費： 1,500円
　
３．［参加申し込み］
· 申込期限： ２０１９年９月３０日（月）
＊LESJウェブサイト【http://www.lesj.org/workshop/monthly/west.php】
または、下記FAX用紙にて、関西本部事務局宛お申込み下さい。

【次回のご案内】
　日　時： ２０１９年１１月１８日（月）
　テーマ： 「特許法・意匠法改正のポイントと留意点（仮題）」
　講　師：弁護士　藤田　知美　氏
　　　　  弁理士　前田　幸嗣　氏（弁護士法人・特許事務所イノベンティア）
　--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

日本ライセンス協会関西本部 　　担当：吉岡 奈美　行
ＦＡＸ： ０６－６４４３－５３１９

第４３３回関西月例研究会（2019年10月７日）

【個人情報の取り扱いについて】
   日本ライセンス協会は、申込の際に提供頂いた個人情報を、今回お申込みの月例研究会に関するご連絡、講師への氏名、所属先の提供その他本月例研究会の実施・運営のために利用します。個人情報は、不正アクセス、紛失、破壊、改ざんおよび漏洩等の予防、安全な管理に努めます。

   上記取り扱いに同意して申し込みます。

	○参加,×不参加
	参加者氏名
	団体名／所属･役職
TEL・FAX／E-mail
（注１）
	継続会員は
○印を記入
（注２）
	申込みのきっかけ
○印をご記入
ください

	研究会
	懇談会
	
	
	
	

	
	
	
	　　　　　　　　　　　
	
	メール／ＨＰ
／近経局ﾒﾙﾏｶﾞ
／ﾊﾟﾃﾝﾄｻﾛﾝ

	
	
	
	　　　　　　　　　　　
	
	メール／ＨＰ
／近経局ﾒﾙﾏｶﾞ
／ﾊﾟﾃﾝﾄｻﾛﾝ

	
	
	
	　　　　　　　　　　　
	
	メール／ＨＰ
／近経局ﾒﾙﾏｶﾞ
／ﾊﾟﾃﾝﾄｻﾛﾝ




（注１）会員名簿に記載の所属団体名･役職･住所等に変更のない方は氏名のみで結構です。
（注２）継続会員（５年以上正会員であった者が、満５５歳を超えており、組織を離れ個人で会員を継続しようとする場合に理事会の決定により認められるもの）とは、LESJの審議により特別の年会費（２万円）が適用されている正会員であります。
（詳細は会員名簿の規則またはホームページをご参照）
☆会場への案内図（http://www.ostec.or.jp/data/access.html）
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